総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２年度）

テーマ2　小課題番号2.1　大橋一正（建築学科）

発表論文名・著書名　等

（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）

著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）

著書

特になし
査読付き論文

特になし
国際学会論文（査読付も含む）

特になし
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

　特になし
招待講演
　特になし
口頭発表

1.千葉広之、大橋一正、他4名、地震時BCPに資する建築設備機能の評価とマネジメント(その6)、日本建築学会大会、日本建築学会、富山大学、2010年9月
2.藤村竜馬、大橋一正、他4名、地震時BCPに資する建築設備機能の評価とマネジメント(その7)、日本建築学会大会、日本建築学会、富山大学、2010年9月

3.藤村竜馬、大橋一正、他4名、超高層建築物における建築設備の地震防災対策に関する研究（第4報）、空気調和・衛生工学会大会、空気調和・衛生工学会、山口大学、2010年9月

外部資金の獲得

　特になし
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

　特になし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

　特になし
博士

　0名
修士 １名

学士 ６名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
　特になし
